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～地域医療の充実を目指して～

開院 7年目を迎えた
　　　常陸大宮済生会病院

　

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
は
、「
患
者
中
心

の
医
療
」「
安
全
で
質
の
高
い
医
療
」「
地
域

に
開
か
れ
た
病
院
」
を
理
念
と
し
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
日
々
の
診
療
を
実
践

す
る
上
で
、
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
人
間

味
豊
か
な
医
療
と
安
全
で
高
度
な
先
進
的

医
療
を
提
供
し
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
携
を
深
め
、
質
の
高
い
チ
ー
ム
医
療
の

提
供
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
医
療
に
情
熱
を
持
ち
、
全
人
的
な
医
療

を
実
践
す
る
医
療
人
の
育
成
も
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
念
に
立
っ
て
、
常
陸
大

宮
済
生
会
病
院
は
、「 
忘  
己  
利  
他 
」
を
胸
に

も
う 
こ 

り 

た

修
め
、
総
合
医
と
し
て
の
幅
広
い
医
療
と

高
度
な
専
門
的
知
識
を
有
す
る
医
療
の
調

和
を
実
践
し
、
地
域
医
療
と
救
急
医
療
へ

の
貢
献
を
通
じ
て
新
た
な
医
療
の
地
平
を

拓
く
こ
と
を
期
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の

人
々
の
参
画
と
支
援
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

病
院
長　

伊
東　

紘
一

　

看
護
は
、
対
象
と
な
る
方
の
「 
生 
」、

い
の
ち

生
き
る
こ
と
を
支
え
る
仕
事
で
す
。
常
陸

大
宮
済
生
会
病
院
は
、
こ
の
地
域
に
住
む

人
々
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
よ

う
、
健
康
面
か
ら
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
私
た
ち
看
護
師
は
、

知
識
・
技
術
を
磨
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、い
つ
ま
で
も
患
者
の
立
場
に
立
ち
、

温
か
い
、
配
慮
の
あ
る
看
護
を
提
供
で
き

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

看
護
部
長　

鈴
木　

典
子

■
病
床
数

　

一
般
１
５
６
床
（
稼
働
１
３
５
床
）、

　

感
染
４
床

■
診
療
科
目

　

内
科
、
循
環
器
科
、
呼
吸
器
科

　

消
化
器
科
、
小
児
科
、
外
科

　

整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科

　

呼
吸
器
外
科
、
泌
尿
器
科

　

こ
う
門
科
、
皮
膚
科
、
形
成
外
科

■
診
療
機
能

　

第
二
次
救
急
医
療
及
び
へ
き
地
医
療
に

対
応
で
き
る
医
療
機
関

■
診
療
指
定

　

救
急
告
示
病
院

　

二
次
救
急
医
療
機
関

　

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院

　

第
二
種
感
染
症
指
定
病
院

■
医
療
機
器

　

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
（　

列
）

６４

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（　

テ
ス
ラ
）

１.５

　

３
Ｄ
超
音
波
診
断
装
置
（
ｉ
Ｅ　

）
３３

　

血
管
造
影
装
置
等

■
設
備

　

手
術
室
（
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
ク
ラ
ス
１

０
０
０
）、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
、

放
射
線
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）、

オ
ー
ル
電
化
厨
房
、
売
店
、
カ
フ
ェ
等

　茨城県北西部地域住民の大きな期待を担い、平成１８年７月３日に開院した常陸大宮済生会病院が７年目を迎え
ました。
　常陸大宮済生会病院は、常陸大宮市と隣接する常陸太田市・那珂市・城里町・大子町の５市町で構成された総
合病院誘致期成同盟が推進し、合併特例債を活用して建設された病院です。

病
院
長
あ
い
さ
つ

病
院
長
あ
い
さ
つ

看
護
部
長
あ
い
さ
つ

看
護
部
長
あ
い
さ
つ

施施

設

概

要

設

概

要
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●
内
科

◆
医
師

　

伊
東　

紘
一
（
病
院
長
、臨
床
検
査
科
）

　

大
久
保
初
美
（
医
員
）

●
内
科
・
消
化
器
科

◆
医
師

　

杉
山　

照
幸
（
診
療
部
長
）

　

中
塚　

俊
博
（
部
長
）

　

岩
下
ち
ひ
ろ
（
医
員
）

◆
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
が
ん
、
大
腸

が
ん
、
急
性
胃
腸
炎
、
虚
血
性
腸
炎
、

食
道
静
脈
瘤
破
裂
、
肝
硬
変
、
肝
細
胞

が
ん
、
急
性
肝
炎
、
肝
膿
瘍
、
肝
の
う

胞
、
胆
の
う
炎
、
胆
管
炎
、
総
胆
管
結

石
な
ど
の
疾
患
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

◆
検
査
は
、上
下
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
、

腹
部
超
音
波
検
査
、内
視
鏡
的
逆
行
性
膵

胆
管
造
影
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
治
療
で
は
、
胃
ポ
リ
ー
プ
切
除
術
、
大

腸
ポ
リ
ー
プ
切
除
術
、
内
視
鏡
的
消
化

管
止
血
術
、
内
視
鏡
的
硬
化
薬
注
入
療

法
、
内
視
鏡
的
静
脈
瘤 
結  
紮 

け
っ 
さ
つ 

術 
、
内
視

じ
ゅ
つ

鏡
的
胆
道
ド
レ
ナ
ー
ジ
、
内
視
鏡
的
総

胆
管
結
石
除
去
術
、
経
皮
経
肝
胆
道
ド

レ
ナ
ー
ジ
、
経
皮
経
肝
の
う
胞
ド
レ

ナ
ー
ジ
、
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
肝
動
脈
塞

主
な
診
療
科
紹
介

主
な
診
療
科
紹
介

栓
術
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
内
科
・
循
環
器
科

◆
医
師　

　

高
山　

慎
吾
（
部
長
）

　

田
口　

慎
介
（
医
員
）

　

渋
木　

紗
季
（
医
員
）

◆
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

　

待
機
的
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
は
火
・

木
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
狭
心
症
に
つ
い
て
は
待
機
的
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ

ば
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査
も
対
応
可
能
で
、
急
性
心
筋
梗
塞

の
治
療
と
し
て
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
経
皮
的
血
管
形
成
術
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に
対
す
る
イ
ン

タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

　

房
室
ブ
ロ
ッ
ク
や
洞
不
全
症
候
群
等
の

徐
脈
性
不
整
脈
に
対
し
て
、
永
久
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
植
込
み
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
心
臓
超
音
波
検
査

　

３
Ｄ
心
臓
超
音
波
装
置
を
用
い
た
解
析

や
、
冠
動
脈
の
描
出
な
ど
、
心
疾
患
に

応
じ
て
超
音
波
装
置
の
技
術
を
駆
使
し

て
い
ま
す
。

◆
ホ
ル
タ
ー
心
電
図

　

心
電
図
を　

時
間
記
録
す
る
こ
と
に
よ

２４

り
不
整
脈
や
狭
心
症
の
発
作
の
有
無
を

確
認
し
ま
す
。

◆
運
動
負
荷
心
電
図

　

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
と
併
用
し
つ
つ
虚
血
性
心

疾
患
の
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
心
臓
Ｃ
Ｔ

　
　

列
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
心
電
図
同
期
に
よ

６４り
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
虚
血
性
心
疾
患
の
検
査
の
一

つ
で
す
が
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
よ

り
侵
襲
性
が
低
く
、
高
齢
者
で
も
施
行

で
き
る
こ
と
が
利
点
で
す
。

◆
心
臓
Ｍ
Ｒ
Ｉ

　

心
筋
梗
塞
後
の
虚
血
領
域
の
評
価
や
心

臓
超
音
波
検
査
で
鮮
明
に
描
出
で
き
な

い
症
例
の
心
機
能
や
弁
膜
症
の
評
価
に

有
用
で
す
。

●
外
科
・
消
化
器
科

◆
医
師

　

小
島　

正
幸
（
副
院
長
）

　

横
山　
　

卓
（
部
長
）

　

小
野　

公
平
（
医
員
）

　

松
本　

健
司
（
医
員
）

◆
現
在
、
外
科
医
４
人
の
１
チ
ー
ム
体
制

で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
員
で
の

朝
・
夕
の
回
診
を
基
本
と
し
、
手
術
、

化
学
療
法
、
緩
和
ケ
ア
ま
で
、
一
貫
し

た
治
療
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
週
１
回
、
医
師
、
看
護
師
、
作
業
療
法

士
、
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）、

薬
剤
師
を
交
え
て
の
病
棟
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
行
っ
て
、
入
院
患
者
の
早
期
回

復
、早
期
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
胃
十
二
指
腸
潰
瘍 
穿  
孔 
・
胆
石
症
・
早

せ
ん 
こ
う

期
大
腸
が
ん
な
ど
に
対
し
て
は
、
腹
腔
鏡

下
手
術
を
基
本
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
内
痔
核
に
対
し
て
は
、
ジ
オ
ン
に
よ
る

治
療
（
四
段
階
注
射
法
）、
Ｐ
Ｐ
Ｈ
法

も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 
鼠  
径 
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し
て
は
術
後
の

そ 
け
い

 
疼 とう

痛
   

、
突
っ
張
り
感
、
運
動
制
限
な
ど
が

つ
う少

な
い
ク
ー
ゲ
ル
パ
ッ
チ
を
使
用
し
た

手
術
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
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◆
化
学
療
法
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

た
最
新
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
静

脈
ポ
ー
ト
を
留
置
し
た
外
来
で
の
Ｆ
Ｏ

Ｌ
Ｆ
Ｏ
Ｘ
療
法
、
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
療

法
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
難
治
性
腹
水
の
方
に
は
、
腹
水 
濾  
過 
濃

ろ 

か

縮
再
静
注
法
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
も
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
積
極
的
な
治
療
法
が
な
く
な
っ
た
方
に

は
、
緩
和
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
他
院
で
手
術
し
た
が
化
学
療
法
は
家
の

近
く
で
受
け
た
い
、
緩
和
ケ
ア
と
言
わ

れ
た
が
最
期
は
家
の
近
く
で
過
ご
し
た

い
と
い
う
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
整
形
外
科

◆
医
師

　

石
川　

有
之
（
部
長
）

◆
午
前
中
は
外
来
診
療
、
午
後
は
病
棟
診

療
・
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
の
特
性
上
、
腰
下
肢
痛
・
膝
痛
・

肩
痛
の
方
が
多
く
来
院
さ
れ
ま
す
。
周

囲
に
整
形
外
科
医
が
い
な
い
た
め
外
傷

患
者
も
来
院
さ
れ
ま
す
が
、
高
度
な
外

傷
や
脊
椎
疾
患
、
そ
の
ほ
か
一
人
で
は

手
術
が
で
き
な
い
場
合
は
他
市
の
病
院

に
手
術
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
地
元
で
の
入
院
手
術
を
希
望
す
る

方
が
多
く
、
で
き
る
だ
け
要
望
に
沿
え

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

●
小
児
科

◆
医
師

　

野
崎　

靖
之
（
部
長
）

　

松
本　

静
子
（
医
長
）

　

川
又　
　

竜
（
医
長
）

　

後
藤　

昌
英
（
医
員
）

◆
当
科
は
、
平
成　

年　

月　

日
に
県
北

１８

１０

３０

西
部
地
域
で
唯
一
の
小
児
科
専
門
医
の

い
る
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
成
長

と
発
達
の
過
程
に
あ
る
新
生
児
期
か
ら

思
春
期
ま
で
の
小
児
の
種
々
の
器
官
の

疾
患
や
保
健
な
ど
の
広
い
分
野
を
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
◆
午
前
は
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
か

ら
だ
の
病
気
、
育
児
の
相
談
等
の
幅
広

い
領
域
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
第
２
・

第
４
金
曜
日
及
び
第
２
・
第
４
土
曜
日
は

自
治
医
科
大
学
小
児
科
学
講
座
の
医
師

が
来
院
し
ま
す
。
ま
た
、
第
１
・
第
３

及
び
第
５
火
曜
日
は
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
病
院
の
郡
司
教
授
が
来
院
し
ま
す
。

◆
午
後
は
予
約
診
療
で
す
。
月
曜
日
及
び
木

曜
日
は
予
防
接
種
、
火
・
水
・
金
曜
日
は

慢
性
疾
患
が
中
心
で
す
。
ま
た
、
第
１
木

曜
日
午
後
に
乳
児
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
平
成　

年
６
月
１
日
に
小
児
科
病
棟
が

２０

オ
ー
プ
ン
し
、
平
成　

年
度
は
４
０
０

２３

人
を
超
え
る
入
院
が
あ
り
、
平
均
在
院

日
数
は　

日
で
し
た
。
よ
り
良
い
治
療
環

４.３

境
を
整
え
て
診
療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

明
治　

年
２
月　

日
、明
治
天
皇
は「
医

４４

１１

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
困
っ
て

い
る
人
た
ち
に
、
施
薬
救
療
の
途
を
講
ず

る
よ
う
に
」
と
い
う
ご
趣
旨
の
「
済
生
勅

語
」
と
、
そ
の
基
金
と
し
て
御
手
元
金
１

５
０
万
円
を
当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
・
桂

太
郎
に
下
賜
さ
れ
、
総
裁 
伏  
見  
宮  
貞  
愛 
親

ふ
し 
み
の 
み
や 
さ
だ 
な
る

王
、
会
長
桂
太
郎
と
、
済
生
会
を
創
立
し

ま
し
た
。
以
来
、
全
国
的
規
模
で
医
療
の

推
進
と
社
会
福
祉
事
業
に
取
り
組
み
、
戦

後
に
公
的
医
療
機
関
の
指
定
を
受
け
、
組

織
を
「
社
会
福
祉
法
人
」
に
改
め
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
困
っ
た
人
に
医
療
の
手
を
差

し
伸
べ
る
」
と
い
う
済
生
会
の
創
立
の
原

点
に
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
、
経
済
的
に

お
困
り
の
方
の
た
め
に
無
料
ま
た
は
低
額

な
料
金
で
診
療
を
行
う「
無
料
低
額
診
療
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人           

済
生
会
と
は

平成２４年５月１０日、自治医科大学の永井良三学長（中央）視察時

▲済生会病院前に設置されている
　「忘己利他」の石碑



広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号９

�診療時間　＜午前＞　９：００～１２：００（受付時間　８：３０～１１：００）
　　　　　　＜午後＞　１３：３０～１７：００（受付時間　１３：００～１５：３０）
�土曜日の診療は、第２・第４週のみ（第１・第３・第５週は休診）
�予約変更は、月曜日から金曜日（祝日を除く）の１５：００から１７：００の間で、電話にて受付。
�担当医師は、学会出張などにより不在・変更が生じることがあります。

平成２４年７月

土（第２・第４）金木水火月

○○○○○○午　前

小児科
予約予防接種

（乳児健診）予約予約予防接種午　後

�����

★予防接種、乳児健診は完全予約制です

土金木水火月

○○○○○午　前
整形外科

○予約のみ午　後

������

土（第２・第４）金木水火月

○○○○○○午　前外科

○午　後脳神経外科

○午　前
皮膚科

○午　後

○午　前形成外科

○午　前泌尿器科

○（第２・第４）午　前ストーマ外来

����

★ストーマ外来は、第２・第４火曜日のみ完全予約制です

土（第２・第４）金木水火月

○○○○○○午　前
内科

禁煙外来午　後

����

★禁煙外来は、１５時から完全予約制です

��������	
��
�

　　　　科目　　　　　　　　　　診療日程

《脳神経外科》　　　　毎週火曜日　午後
《呼吸器内科》　　　　毎週火曜日　午前
《呼吸器内科／禁煙》　毎週木曜日　午前
《禁煙外来》　　　　　毎週月曜日　１５時～
《呼吸器外科／禁煙》　毎週水曜日　午前
《皮膚科》　　　　　　毎週水曜日　午前・午後
《形成外科》　　　　　毎週木曜日及び第２・第４土曜日　午前
《泌尿器科》　　　　　第２・第４土曜日　午前

���������������	
���
��������������������

���������������	
����������

��������	�
　当院は、二次救急医療機関として２４時間体制で
救急患者の受け入れを行っていますが、次のよう
な場合には、救急患者の受け入れができない場合
もありますので、ご理解とご協力をお願いします。

�明らかに当院での対応が困難と思われる場合
�ベッドが満床の場合
�重症の患者が集中している場合


